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法
律
を
遵
守
す
る
精
神
に
欠
け
る
事
が
な
く
･
尚
あ

度
の
法
改
正
の
趣
旦

を
理
駕
さ
れ
て
い
る
結
果
で
あ
り
ま
し
て
、
今
日
の
発
展
が
な
さ
れ
た
も
の
一

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　　
　　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

と
求皺
友兆
檜ゞ斌烙
粒
の業務
家ブ
ラ済蛯汝%
は鯵努め
ル紅居
り
一

に
て
止
む
し
御
理
熊
の
も
と
に
誕
メ
カ
考
拙
支
援
に
莅
を
ま
蒜
ヤ
す
る

-

次
第
で
あ
り
ま
す
。
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霊
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恭
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ご
娯

ノ

rコ
リ

整
理
の
都
合
で
遅
れ
ま
し
た
が
第
一
回
定
時
総
会
の
議
事
録
が
纏
り
ま

し
た
の
で
左
の
と
お
り
掲
載
し
ま
す
。

‐

(
事
務
局
)

法
改
正
後

一
年
を
頼
り
み
て

会
長

渡

辺

虔

吉

北海道行政書士会報 昭寮5 7年 1月 2 0 日家
ナ

行
政
書
士
法
の
改
正
実
施
に
伴
い
、
三
十
五
年
十
月
本
会
が
北
海
道
知
事

法
改
正
の
た
め
に
会
員
各
位
,と
共
に
数
年
の
永
い
間
苦
労
を
重
ね
て
よ
う

!
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
て
よ
り
一
周
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
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改
正
法
実
施
に
伴
い
、
本
会
の
設
立
、
会
則
認
可
手
続
き
か
ら
会
員
拡
充

…
等
の
諸
務
に
追
わ
れ
通
し
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
が
、
認
可
後

一
年
余
に
し

て
本
会
の
発
展
に
つ
い
て
は
誠
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
こ
の
発
展
充
実
は
、
強
制
加
入
制
度
と
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で

あ
り
ま
す
が
、
法
律
に
は
如
何
に
強
制
力
を
も
た
し
て
あ
っ
て
も
又
各
条
項

は
如
何
に
立
派
な
条
文
に
出
来
て
あ
る
法
律
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
守
る
精

号
神
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
果
を
顔
す
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
と
思
う
の
で
あ

4

り
ま
す
。

第
･

幸
い
に
し
て
本
会
の
会
員
各
位
は
、
日
常
の
業
務
の
あ
り
方
か
ら
し
て
も
、

矛
一
国
定
時
総
会
議
事
録

-
、
開
催
日
時

昭
和
三
十
六
年
三
月
寸
法
沮
守
前
十
一
時
三
十
分

一
,
場

所

産
業
会
館

-
-階
赤
罐
ル
に
於
て

-
、
出

席

者

渡
辺
会
長
、
藤
山
式
佐
藤
、
′岸
川
副
会
長
、
関
根
、
森
平
、

成
沢
、
横
路
、
佐
乃木
轡
後ゞ
藤
理
事
、
山
木
、
長
山
監
事
、

森
□
、
和
田
、
猪
塞
き
み高
桑
ご
石
本
、
黒
川
、
中
林
支
部

長
赤
松
息
才
、
高
谷
を
松
藤
、
中
野
、
寺
島
、
新
谷
、
林

代
議
員

÷

‐

--

計
二
十
七
名

.-

一
、
来

賓

札
幌
司
法
書
士
会
長

‘ゞ
~
筈
〆
半

田

嵐

札
幌
土
地
家
屋
調
査
士
次
長
ぐ小

域
情

-
-

留
萠
高
梨
氏
を
議
長
に
札
幌
小
城
氏
を
副
議
長
に
署
名
委
員
に
成
沢
、
関

根
、
中
野
、
赤
松
各
氏
を
選
出
記
録
員
に
長
富
後
藤
選
出
し
て
議
事
に
入
る
。

議
長

昭
和
三
十
五
年
度
事
業
経
過
報
告
上
謀
【捗
る
。

藤
山
(企
画
)

昭
和
三
十
五
年
度
事
業
経
過
‐報
告
書
に
就
き
説
明

ポ
ス
タ
1
四
〇
0
部
圦
加
入
者
だ
け
)
連
合
会
に
注
文
致
し
ま
し
絵

も
′
{
ミ
:
i
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･
警
･I:

燭:{
十
:主
事中
学
肘
キ
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才
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ぐ
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ふ
ま
r-
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号
-

昭
和
三
十
六
年
三
月
十
八
日
現
在
の
会
員
数
三
-
九
名

報
酬
額
改
訂
委
員
会
に
於
て
審
議
致
し
ま
し
て
道
庁
と
接
し
よ
う
中

　　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
○
○
名
の
見
込
で
す
o
今
後
ピ
ー
ア
ー
ル
に
よ
っ
て
加
入
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長

三
十
五
年
度
事
業
経
過
報
告
書
に
つ
い
て
採
決
を
求
め
る
。

賛
成
多
数
と
認
め
承
認
を
宜
ず
。

議
長
‐
昭
和
三
十
五
年
度
収
支
中
間
報
告
上
程
す
る
。

森
平

(経
理
)

別
紙
報
告
書
に
よ
り
説
明

黒
川

(帯
広
)

支
部
交
付
金
と
し
て
予
算
に
載
っ
て
い
る
が
如
何
か
o

対,
森
平
(経
理
)

創
立
総
会
で
出
さ
な
い
事
に
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

訟

護
長

質
問
が
な
い
の
で
事
務
経
過
報
告
諒
承
し
て
認
め
て
よ
い
か
o

溝

賛
成
多
数
に
つ
き
承
認
を
宣
ず
。

政

議
長

休
憩
を
宜
ず

十
二
時
二
十
五
分

昼
食

行

議
長

再
会

十
二
時
五
十
分

遣

祝
電
、
釧
路
支
部
よ
り
の
祝
電
を
読
み
上
げ
る
。

信
議
長

議
案
第
-号
昭
和
三
十
六
年
度
事
業
計
画
案
上
程

イ
“

藤
山

(企
画
)

‘別
紙
議
案
に
つ
き
説
明

息
才
(囚
鶏
)

収
支
予
算
と
-
括
し
て
上
程
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
長

一
括
上
程
の
賛
成
多
数
に
つ
き
一
号
二
号
一
括
上
程
す
る
。

鰭
中
野

(空
知
)

改
訂
予
定
の
報
酬
額
に
つ
い
て
ど
ん
な
基
準
で
い
る
か
o

2

藤
山
(企
画
)

全
国
及
び
東
北
大
県
の
改
正
資
料
を
検
討
し
た
報
酬
額
改

月

正
案
を
読
み
上
げ
る
。

年

森
平
(経
理
)

第
二
号
昭
和
三
十
六
年
度
収
支
予
算
案
説
明
道
庁
の
指
導

7

に
よ
り
予
算
案
項
目
を
整
理
し
た
事
を
述
べ
る
。

郡

寺
島
曾
透

会
議
費
に
出
席
者
の
旅
費
を
含
ん
で
い
る
か
D
慶
弔
費
の

昭

支
出
の
方
法
と
退
職
積
立
金
が
少
な
す
ぎ
る
。

森
率

(経
理
)
為
き旅
費
ぼ
計
上
し
て
な
い
。
別
に
さし
弔
慰
規
定
に
ょ
り
処
理

す
る
。

収
入
が
少
凄
小
の
で
逐
次
増
額
す
る
予
定
で
あ
る
。

藤
山

(企
画
)

プ
リ
ン
ト
配
布
弔
慰
規
定
の
決
議
を
求
め
る
予
定

和
田
(小
樽
)

連
合
会
特
別
負
担
金
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

藤
山
(企
画
)

今
回
-
回
だ
け
で
あ
る
ギコ
ミ

和
田

(心
搏
)

連
合
会
費
は
毎
年
こ
れ
だ
け
皺
め
る
か

藤
山

(企
画
)

会
員
が
少
な
い
の
で
連
合
会
費
は
高
く
な
る
予
定
で
あ
る
0

息
才
べ
函
館
)

弔
慰
規
定
に
つ
き
慶
弔
費
を
削
減
し
て
退
職
金
に
廻
し
た

ら
よ
い
。

藤
山
(企
画
)

会
期
変
更
の
と
き
附
帯
し
て
審
議
願
い
た
い
。

森
平
(経
理
)

弔
辞
花
輪
は
功
労
者
に
弔
慰
金
は
-
人
二
千
円
全
員
に
と

言
う
事
で
あ
る
。

二
万
円
で
は
不
足
で
牡
い
か
髻と
考
え
て
い
る
。

息
才
(函
館
)

会
報
は
一
回
二
十
二
円
か
幇
峅

藤
山
(企
画
)

八
頁
で
十
円
郵
便
料
十
円
で
あ
芝
は
ポ
ス
タ
ー
に
廻
し
た

会
員
確
定
し
て
い
な
い
の
で
名
簿
を
作
る
時
期
に
考
慮
を
要
す
る
と
思
う
。

息
才
(議
題
)

支
庁
よ
り
営
業
し
て
い
る
か

照
会
状
が
来
ま
し
た
が
こ

れ
は
ど
う
な
の
か
o

藤
山
(企
画
)

道
庁
に
こ
ち
ら
よ
り
頼
ん
で
い
る
。

新
谷
(帯
広
)

弔
慰
規
定
の
功
労
顕
著
な
者
と
入
れ
る
事
は
角
が
た
つ
の

で
書
か
な
い
方
が
良
い
。

議
長

質
問
な
い
の
で
一
号
二
号
議
案
の
採
決
を
求
め
る
g
1
賛
成
多
数
ー

賛
成
多
数
と
認
め
決
定
す
る
。

三
号
議
案
の
会
則
一
部
改
正
案
上
棍

藤
山

(企
画
)

現
在
迄
の
運
営
に
よ
り
支
障
を
感
じ
た
点
に
つ
き
別
紙
議

案
の
通
り
改
正
を
提
案
し
提
案
内
容
説
明

各
支
部
よ
り
提
案
並
び
に
各
自
意
見
多
数
あ
り

議
長

改
正
条
文
理
事
会
-
任
願
い
た
い
ぞ

　　　　
　　　
　　
kふうメド.

　　
　
　　
　　　

　
　　

　　　　　　
　　
　　

　

　
H

息
才

(函
館
)

会
議
の
成
立
に
関
す
る
各
会
則

の
変
更
を
す
べ
き
で
な
い
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か
。

細
部
修
項
理
事
会
一
任
す
る
。

--
松
蔭

分
類

)

会
則
の
変
更
は
特
別
決
議
で
あ
る
の
で
理
事
会
に
-
任
ず

る
の
を
ど
ん
な
関
係
に
な
る
か
、
些
う
い
う
風
に
扱
う
考
え
で
あ
る
か
。

。
-
脅

執
行
部
提
案
の
分
を
決
定
し
他
の
方
は
動
議
で
出
す
様
に
し
て
は
ど

う
‐か
。

･

ず

山
(企
画
)

会
陰
馨
口叢

あ
る
の
で
こ
の
席
上
で
理
事
者
盡

の
決
議
を
お
願
い
し
た
増

す
詮
ノ
ベ
率
寒

き

乗
を

字
句
は
理
事
会
に
託
せ
る
の
で
な

　

　
　
　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　

蕾

暫
時
休
憩
す
を

い
と
総
会
の
決
議
に
な
ら
な
い
。

再

会

　　　
　
　
　
　
　　　
　

一五
藤
岐
逓
録
酔な
“
補
助
袴艀
や
す
の
で
なく
支
部
長
を
代
議
員
に
す
る0

鰍
息技都帳弩亥“翫諌難対蘇加臘骸務鯲を螺醇勘様ぼあるのか0

臟
臘礒
へ倭
国〉
地域的
関係
“鼓
“
“い0
;
:

:

-

理
事
支
部
長
八
ヶ
所
、
支
部
長
代
議
員

-
ケ
所
、
支
部
長

と
理
事
別
の
処
も
あ
る
。
支
部
長
が
総
会
に
出
な
い
事
に
な
る
と
適
当
で

な
い
。

松
藤

命
工知
)

支
部
長
権
限
あ
り
自
分
で
発
議
す
る
と
い
ろ
い
ろ
制
限
受

け
る
。
支
部
長
役
員
で
な
い
か

総
会
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
る
事
が

-
“

出
来
る
。

理
事
で
あ
る
代
議
員
に
議
決
権
を
持
た
せ
な
い
方
が
す
っ
き

り
す
る
。

号
′
藤
山

(企
画
)

支
部
長
に
理
事
は
切
り
離
す
べ
き
で
あ
る
。
支
部
長
会
議

4

と
理
事
会
は
別
の
決
議
機
関
で
あ
る
。

第
｢
小
城
(札
幌
)

特
に
発
言
を
求
善

政
幸

会
の
爺

は
調
査
士
参

会

則
を
と
り
入
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
単
位
会
長
を
支
部
長
と
考
え
て
議
決

権
を
持
た
せ
な
い
方
が
良
い
の
で
な
い
か
。

猪
本

(空
知
)

総
会
の
構
成
員
が
議
決
権
が
な
い
と
構
成
員
で
な
く
な
る
。

支
部
長
と
代
議
員
の
兼
任
支
障
な
い
。

.中
林

(旭
川
)

理
事
と
支
部
長
兼
任
を
禁
じ
て
支
部
長
を
代
議
兵
と
す
る

と
し
て
別
に
代
議
員
を
選
ん
だ
ら
ど
う
か
o

議
長

暫
時
休
憩
す
る
。
二
時
十
分

"

再
開

二
時
二
十
分

藤
山

(企
画
)

御
意
見
い
ろ
い
ろ
承
り
ま
し
た
の
で
理
事
会
で
検
討
し
た

い
か
ら
保
留
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長

会
則
改
正
案
保
留
と
決
ず
。

議
菜
第
四
号
監
事
職
務
代
行
者
選
任
の
件
上
程

藤
山

(企
画
)

提
案
理
由
説
明

松
藤

発
工
知
)

同
名
選
任
す
る
か
。

藤
山
(企
画
)

~
名
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。

森
口

(札
幌
)

札
幌
支
部
、
小
樽
支
部
各

一
名
選
考
し
て
貰
う
。

賛
成

多
数

松
藤

分
エ知
)

順
位

札
幌
第

一
、
小
樽
第
二
と
し
て
は
ど
う
か
。

議
長

採
決

札
幌
を
第
て

小
樽
を
第
二
と
後
日
札
幌
、
小
樽
両
支
部
長

よ
り
人
選
の
上
報
告
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。

第
五
号
議
案
上
程
綱
紀
委
員
選
任
の
仲

松
藤

(空
知
)

全
員
再
選
願
い
ま
す
。

賛
成
多
数
あ
り
。

議
長

賛
成
多
数
に
よ
り
留
任
と
決
定
す
。

藤
山

(企
画
)

弔
意
規
程
(
旅
費
規
程
案
の
件

会

則
変
更
前
に
使
用
差

支
え
な
い
か
。

議
長

差
支
え
な
し
の
意
見
多
数
に
つ
き
提
案
の
通
り
決
定

議
長
交
代
小
城
副
議
長
議
長
席
に
つ
く
ゞ
で
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中
林

旭̂
川
)
窓
口
業
務
に
つ
き
提
案
あ
り
。

議
長

知
事
陳
情
に
つ
き
執
行
部

M
任
決
定

高
梨
(留
萠
)

北
海
道
行
政
書
士
会
設
立
に
努
力
し
て
呉
れ
た
人
達
に
対

し
会
と
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
表
彰
状
と
記
念
品
を
第
三
国
の
総
会
に

実
行
し
て
ほ
し
い
。

森
口
(札
幌
)

高
梨
さ
ん
が
代
表
し
て
感
謝
の
辞
を
述
べ
て
感
謝
状
記
念

品
は
次
回

に
す
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
。

議
長

賛
成
多
数
で
決
定
、
高
梨
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

高
梨
(留
萠
)

一
同
を
代
表
し
て
感
謝
の
辞
を
正
副
会
長
に
会
の
設
立
に

つ
い
て
努
力
し
て
呉
れ
た
事
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
。

議
長
交
代

高
梨
議
長
閉
会
の
挨
拶

佐
藤
副
会
長
閉
会
の
辞

渡
辺
会
長
挨
拶

閉
会

三
時
五
五
分

署
名
員

議

長

高

梨

晃

臣

理

事

成

沢

梅
次
郎

･

"

関

根

克

治

代
議
員

赤

松

幅

二

"

中

野
“
数

雑

｣記
録
員

後

藤

勲

長

山

正

平

･

矛

三
国
常

任
理
事
会
三
七
、
一
、
一
四
囲
午
前
十
時

◇
、

産

,
業

会

館

出
席
者

渡
辺
会
長
、
嫌
山
･
佐
膿
、
岸
川
副
会
長

森
手
、
関
根
、
磯
蕗
、

成
沢
、
森
口
、
井
上
、
有
馬
理
事
、
長
山
監
事
･

計
十
二
名

一
、
会
則
変
更
の
件

藤
山
企
画
部
長
よ
り
第
-
回
総
会
に
於
い
て
保
留
と
な
っ
た
会
則
変
更

は
地
域
広
汎
な
本
会
の
運
営
上
、
左
の
部
分
に
つ
い
て
は
是
非
変
更
が
必

要
で
あ
る
と
の
説
明
あ
り

L

役
員
に
は
常
任
理
事
制
を
設
け

(理
事
が
互
選
)
、
緊
急
を
要
す
る

と
き
は
理
事
会
に
替
え
る
。

之

総
会
構
成
員
に
は
支
部
長
を
加
え
る
。

&

代
議
員
の
選
任
は
一
月
一
日
現
在
会
員
数
三
十
名
に
一名

の
割
と
す

る
。

4

支
部
長
及
び
支
部
長
会
議
長
の
任
期
は
就
任
後
の
第
二
回
目
の
定
時

総
会
の
終
結
に
至
る
迄
と
す
る
。

5

第
六
十
五
条
に
総
会
の
承
認
を
経
て
、
内
規
を
定
め
る
こ
と
の
で
き

る
条
項
を
設
け
る
。

&

別
表
第
一
号

会
費
、
入
会
金
値
上
げ
の
必
要
あ
り

以
上
を
逐
条
で
審
議
し
、
5
迄
は
企
画
部
長
提
案
の
通
り
と
し
、
6

の
関
係
は
森
平
経
理
部
長
よ
り
明
年
度
予
算
に
対
す
る
説
明
あ
り

L
.
三
十
七
年
度
へ
の
繰
越
額
は
十
万
円
位

:

三
十
七
年
度
新
規
入
会
は
今
迄
入
会
に
全
力
を
注
ぎ
、
殆
ん
ど
入

会
さ
れ
た
も
の
と
思
う
の
で
入
会
金
に
つ
い
て
は
余
り
見
込
ま
れ
な

い
。
-

‐

&

連
合
会
費
が
現
行
十
円
で
あ
る
が
明
年
度
よ
り
二
十
円
と
な
る
予

定
。

き メンテ≠二滋
養 やぶ鯛こま

昭和 5 7 年 4 月 2 0 日北海道行政著士会報

以
上
よ
り
し
て
も
現
在
会
費
で
は
全
然
運
営
し
難
い
の
で
倍
額
に
見

込
み
、
早
急
に
改
正
の
必
要
が
あ
る
。

森
口
理
事

予
算
不
足
は
当
然
と
思
う
が
、
総
会
に
予
算
書
を
提
出
す
る
の

で
、
充
分
な
検
討
を
願
っ
て
決
議
す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
三
十
六
年
度
予
算
更
正
の
件

森
平
経
理
部
長

三
十
六
年
度
事
業
と
し
て
会
則
第
六
十
二
条
に
よ
る
会
員

章
札
を
作
成
し
た
の
で
、
こ
れ
を
無
償
配
布
す
る
と
約
十
五
万
円
を
要
し

企
画
費
に
そ
の
予
算
が
な
い
の
で
他
の
科
目
か
ら
流
用
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
要
旨
を
説
明

森
口
理
事

会
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
会
員
の
自
覚
も
必
要

で
あ
る
し
且
つ
予
算
の
な
い
時
で
あ
る
か
ら
半
額
負
担
と
し
て
は
ど
う
か
。

岸
川
副
会
長

全
額
会
員
負
担

(送
料
共
三
0
0
円
)
と
し
会
は
半
額
を
負

担
し
残
る
半
額
は
送
料
携

に
支
部
経
費
と
し
て
交
付
す
る
よ
う
に
決
め

‘た
い
。

渡
辺
会
長

岸
川
棗
に
賛
成
の
意
見
が
多
い
が
近
く
支
部
長
会
議
を
招
集
す

る
の
で
本
案
を
附
し
て
検
討
の
上
決
定
し
た
い
さ

三
、
支
部
長
会
議
開
催
の
件

開
催
日
時

-
月
廿
八
日
園
午
前
十
時
、
会
場
産
業
会
館
二
階
ホ
ー
ル

議

題

L

報
告
事
項

(報
酬
額
改
正
申
請
経
過
に
就
い
て
〕

a

予
算
更
正
に
関
す
る
件

も

会
則
一
部
変
更
に
関
す
る
件

4

会
費
滞
、
未
納
会
員
の
処
理
に
つ
い
て

5

其
の
他

(総
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
)

四
、
報
酬
額
改
正
の
状
況
に
つ
い
て

藤
山
企
画
部
長

第
二
回
理
事
会
後
再
度
要
望
書
を
附
し
て
改
訂
理
由
書
を

提
出
、
再
三
督
促
の
結
果
一
月
中
に
改
正
告
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
更
に
近
々
中
に
主
管
課
へ
要
望
し
支
部
長
会
議
迄
に
間
に
合
う
よ
う

し
た
い
旨
状
況
を
報
告

五
、
そ

の

他

1

会
費
流
緒
者
の
件

森
平
経
理
部
長

会
則
に
よ
る
六
ヶ
月
以
上
の
滞
納
者
は
現
在
六
十
八
名
あ

り
既
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
三
国
以
上
督
促
を
し
て
お
り
何
ら
回
答
が
な

い
状
態
な
の
で
処
置
を
如
何
に
し
た
ら
よ
い
か
。

種
々
審
議
の
結
果
、
支
部
長
会
議
に
提
案
し
て
処
置
の
方
法
を
決
定
す
る

こ

と
に
す
る
。

記
録
員

藤

山

利

夫

議

長

渡

辺

凄

吉

署
名
員

佐

藤

幸
之
助

司

成

沢

桷
次
郎

函

館

小

樽

空

知

旭

川

留

萠

宗

谷

網

走

室

蘭

日

高

帯

広

釧

路

根

室
計

四
二
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六
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O
一
一
一
O
　
　
一
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事

務
局
だ
よ
り

1

会
報
第
三
号
に
も
掲
載
し
ま
し
た
通
り
会
費
満
稍
者
が
増
え
、
再
三

の
督
促
に
も
返
事
す
ら
頂
け
ず
処
理
上
困
っ
て
居
り
ま
す
。
六
ヶ
月
以

上
の
滞
納
者
は
会
則
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
退
会
鱸
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
業
務
も
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
納
入
状

態
を
確
か
め
て
至
急
御
納
め
下
さ
い
。
本
会
へ
持
参
す
る
か
振
替
送
金

が
一
番
間
違
い
な
い
の
で
申
添
え
ま
す
。

あ

と
が
き

◎

会
報
は
吾
々
の
機
関
誌
で
あ
る
。
詳
細
に
会
の
動
き
を
お
知
ら
せ
し

た
い
と
念
願
し
乍
ら
思
う
よ
う
に
発
刊
出
来
な
い
J

◎

会
は
四
百
名
の
世
帯
と
な
り
、
道
全
域
に
分
布
き
れ
て
い
る
の
で
支

部
の
動
向
な
ど
折
々
お
知
ら
せ
蝦
い
た
い
。

◎

会
の
目
的
達
成
の
た
め
建
設
的
御
意
見
や
質
疑
そ
の
他
会
員
の
御
投

稿
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
J

◎

縦
、
横
の
役
割
を
乗
せ
る
機
関
誌
と
な
れ
る
よ
う
御
協
力
を
願
い
ま

す
。

行
政
書
士
試
験
案
内

で
試
瑛
期
日

昭
和
三
十
七
年
三
月
七
日

(水
曜
日
)
午
前
九
時
か
ら

二
、
試
験
地
及
び
試
験
場

試
挾
地

･
札
幌
市

札
暁
市
北
二
条
西
七
丁
目
道
立
自
治
講
習
会

国
館
市
･
函
館
市
五
稜
郭
町
渡
島
支
庁

た
れ
市

旭
川
市
六
条
通
十
一
丁
目
上
川
支
庁

釧
路
市

釧
路
市
浦
兄
町
二
丁
目
別
貽
支
庁

注

受
講
地
は
、
現
居
住
地
も
よ
り
の
所
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
事

情
が
あ
る
場
合
は
本
人
の
希
望
す
る
場
所
で
受
験
で
き
ま
す
9

三
、
受
戒
資
格

L

学
伎
教
育
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
に
よ
る
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
者
、
そ
の
他
同
法
第
五
十
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
も

の
a

国
又
は
、
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
と
し
て
行
政
事
務
を
担
当
し
た

期
間
が
こ
れ
を
通
嘉
し
て
三
年
以
上
に
な
る
者

き

次
の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
か
ら
受
験
資
格

の
認
定
を
受
け
た
若

げ
行
政
書
士
の
補
助
者
と
し
て
、
そ
の
寮
に
通
算
し
て
三
年
以
上
従

事
し
た
者

目
公
団
、
各
種
共
両
組
合
等
の
職
員
と
し
て
、
行
政
事
務
に
準
ず
る

城
に
通
算
し
て
三
年
以
上
従
事
し
た
者

日
‐前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
た
者

四
、
式
峽
科
目

L

塾
記
試
験

警句,} -“ @“
上京.r 三一文

一 6 『

日

行
政
書
士
法
関
係
法
令
、
戸
籍
法
･棍
法
、法
学
通
論

一･股
常
識
作
文

D

一

之

口
答
試
問

巖

五
･
試
験
願
書
受
付
期
間
及
び
△烙

発
表

一

L

昭
和
三
十
七
年
一
月
二
十
日
か
ら
二
月
二
十
日
ま
で

万
一

な
お
、
郵
便
の
場
合
は
当
日
の
消
印
あ
る
も
の
は
受
付
を
す
る
。

5

2

合
格
者
の
決
定
は
三
月
末
に
行
い
、
北
海
道
公
報
に
掲
載
す
る
ほ
か

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
J

靜
す

受

験
願
書
の
提
出
先
及
び
提
出
書
頚

-

札
幌
市
北
三
条
西
五
丁
目

北
海
道
総
務
部
地
方
課

ナ

れ

受
験
願
書

2

履
歴
書

報
一

&

受
験
質
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

(市
町
村
長
そ
の
他
官

会
-

公
署
の
長
、
学
校
長
等
の
在
職
証
明
書
、
卒
業
証
明
書
、
受
験
試
格
認

土
洲

定
証
写
等
〕

糞旦

4

写
真

(出
願
前

一
年
以
内
に
写
し
た
上
半
身
手
札
型
の
も
の
)
な
お

政
一

写
真
に
は
･
上
下
左
右
そ
れ
ぞ
れ
三
鋼
の
余
白
を
も
つ
台
紙
を
は
り
台

行
…

紙
の
下
余
白
に
住
所
･
氏
名
･
撮
影
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
)

道
-

五

試
筆

数
料
五
8

円
鉈
海
道
収
入
証
鷲

受
験
願
害
の
右
上
部

し
しゴ

に
貼
付
す
る
こ
と
。
)

七
、
そ
の
他
受
験
資
格
5
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は

L

受
験
資
格
の
認
定
を
受
験
願
書
提
出
前
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
す
み
や
か
に
、
も
よ
り
の
支
庁
総
務
課
に
申
請

書
を
提
出
し
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
o

z

受
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
北
海
道
総
務
部
地
方
課
又
は
も

よ
り
の
支
庁
総
務
課
あ
て
に
行
う
こ
と
。

一部群
輔
導
拝熟
議ゞ
辞
鰍
鸚
鵡避難
N離
が籍鬮
辯護

-

‐ゞ
-
-
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